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新生亢進作用はセロトニン 1A 受容体拮抗薬で完全に阻害され，セロトニン 2A 受容体拮抗
薬では阻害されないこと，4) セロトニン 1A 受容体作動薬が嗅球摘出マウスのうつ様行動
を改善し，神経新生を促進することを明らかにした．本研究は動物モデルを用いてリバスチ
グミンがうつ様行動改善作用と神経新生促進作用を有することを明らかにした点が評価できる．
つぎに，リバスチグミンのうつ様行動改善作用にセロトニン 1A 受容体刺激作用が関与する
ことを解明した点で，臨床的にも意義のある研究である．最後に，リバスチグミンのうつ
様行動改善作用には海馬歯状回における神経新生が関与するという結果は，アルツハイマ
ー病における周辺症状にもリバスチグミンが有効である医学的根拠を示しており，大いに
評価できる。 
 よって，本論文は博士（薬学）の学位論文として合格と認める。 
